
お
知
ら
せ
伝
言
板

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

免
震
装
置
交
換
工
事
が
終
了

　

新
た
に
憩
い
の
広
場
が
完
成

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

 

（
33
）３
１
５
１
・
（
33
）４
８
７
７

問

問 新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

「
地
区
計
画
」
の
変
更
案
を
縦
覧
で
き
ま
す

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨

年
１
月
か
ら
、
免
震
装
置
交
換
工

事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
工
事
中

は
振
動
や
騒
音
な
ど
、
入
院
中
や

ご
来
院
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
近

隣
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

無
事
に
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
の
た
め
に
撤

去
し
ま
し
た
桐
原
東
小
学
校
側
の

築
山
部
分
は
、
入
院
中
や
ご
来
院

の
皆
さ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ
や
散
歩
、

休
憩
な
ど
に
利
用
で
き
る
憩
い
の

広
場
と
し
て
新
た
に
整
備
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
駐
車
場

を
拡
張
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
１
回
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員

会
を
開
催
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
役

所
庁
舎
を
令
和
５
年
度
に
竣
工
す
る
た
め

基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

冒
頭
に
は
（
公
財
）
都
市
化
研
究
公
室
の

光
多
長
温
理
事
長
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会
を

行
い
、
本
市
の
官
庁
街
や
市
庁
舎
に
必
要

な
機
能
を
考
え
、
共
有
す
る
機
会
と
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
３
日
R　

午
後
２
時
か
ら

（
午
後
１
時
30
分
受
付
）

場
所　
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
市
長
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
案
件

　

近
江
八
幡
八
日
市
都
市
計
画
「
地
区
計

画
」
の
変
更
【
商
業
機
能
交
流
拠
点
地
区

地
区
計
画
ほ
か
】

市
庁
舎
整
備
推
進
室

 

（
36
）５
５
７
７
・
（
32
）２
６
９
５

都
市
計
画
課

（
36
）５
５
１
０

0
1

1
2

1
0

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務

委
託
事
業
者
が
決
定

　

４
月
２
日
に
公
告
し
ま
し
た
市
庁
舎
整

備
基
本
計
画
策
定
業
務
の
委
託
事
業
者
の

選
定
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。
５
月
30
日
に
開
催
し
た

選
定
委
員
会
に
お
い
て
最
優
秀
提
案
事
業

者
を
特
定
し
、
６
月
10
日
付
け
で
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
市
庁
舎
に
関
す
る
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な

い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

　

７
月
３
日
R
～
７
月
16
日
E
（
土
日
・

祝
日
を
除
く
執
務
時
間
内
）

縦
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
（
総
合
支
所
１
階
）

意
見
の
提
出
期
間

　

７
月
３
日
R
～
７
月
16
日
E

意
見
書
の
提
出
方
法

　

所
定
の
様
式
に
意
見
内
容
と
住
所
、
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申

問
・

駐車場を拡張

憩いの広場を整備
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（第６投票所沖島コミュニティセンターは
午前６時～午後７時）

参議院議員通常選挙

投
票
で
き
る
人

　

平
成
13
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

平
成
31
年
４
月
３
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
を
確
認
の
う
え
、
投
票
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

投
票
所
入
場
整
理
券
を
世
帯
ご
と
に
ま

と
め
て
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
、

ご
自
身
の
入
場
整
理
券
で
あ
る
こ
と
を
確

認
の
う
え
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

○
長
期
入
院
（
療
養
）
し
て
い
る
人

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
施

設
と
し
て
指
定
し
た
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
人
は
、

施
設
の
長
に
申
し
出
る
と
、
そ
の
施
設
で

投
票
で
き
ま
す
。

○
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
人

　

出
張
な
ど
で
名
簿
登
録
地
以
外
の
遠
隔

地
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
が
必
要
で
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

投票時間　午前７時～午後８時7.21

明
る
い
選
挙
推
進
啓
発
用
作
品
の
募
集

▼
ポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
資
格　
市
内
小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
、特
別
支
援
学
校
の
児
童
ま
た
は
生
徒
。

１
人
１
点
限
り
。

規
格　
画
用
紙
の
四
つ
切
、
八
つ
切
、
も

し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
で
、
描
画

材
料
は
自
由
。

※
作
品
裏
面
右
下
に
、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
の
こ
と
。

▼
標
語
の
部

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
人（
年
齢
不
問
）。

応
募
点
数
の
制
限
な
し
。

※
は
が
き
に
、
標
語
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
明
記
の
こ
と
。

▼
四
コ
マ
漫
画
の
部

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
人（
年
齢
不
問
）。

１
人
１
点
限
り
。

規
格　

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
大
き
さ
で
、
カ

ラ
ー
・
白
黒
は
不
問
。

※
作
品
裏
面
右
下
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
明
記
の
こ
と
。

応
募
締
切　
９
月
６
日
Y

応
募
先　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
入
賞
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

※
受
賞
者
の
学
校
名
、
学
年
お
よ
び
氏
名

を
公
表
し
ま
す
。

※
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属

し
、
選
挙
啓
発
に
利
用
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り

し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
の
で
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
に
投
票
に

い
け
な
い
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
戦
傷
病
者

手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の
程
度

が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
５
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
代
理
記
載
も
で
き
ま
す
。

※
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

所
に
行
け
な
い
人
は
、期
日
前
投
票
所
で
、

前
も
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
に
お
越
し
の
際
は
、
入
場
整

理
券
裏
面
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆７月 13日U～７月 20日U

　午前８時 30分～午後８時
　※市役所１階ロビーは７月５日Yから
◆市役所１階ロビー
　総合支所１階
　サン・ビレッジ近江八幡
※いずれの投票所でも投票できます。
※安全対策工事中のため、今回はイオン
　近江八幡では行いません。

期日前投票の期間・場所

日
申・問 選挙管理委員会事務局

（33）３１１１（代表）・ （36）５５４３（直通）
（32）８７０５（直通）

※６月 20 日現在、選挙期日は確定してい
ませんので、郵送される投票所入場整理券
または市ホームページで投票日をご確認く
ださい。
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お知らせ伝言板

問

　今年 10 月から実施予定の消費税率の引き上げに伴い、低所得者・子育て世帯の消費に与える影響を緩和
するとともに、消費喚起を促すことで景気の下支えを行うことを目的とし、「近江八幡市プレミアム付商品
券」の販売を行います。

　商品券を使用できる取扱店を募集します。
　市内に店舗または営業所がある事業者が対象です。

※取扱店へ向けての説明会を８月下旬から９月上旬に
　行う予定です。
※募集期間、申込手続きなどの詳細は、決まり次第、　
　市ホームページに掲載します。

　プレミアム付商品券の販売にあたって、次の点にご注
意ください。

○販売にあたり、市や国などが手数料などの振り込みを
　求めることは絶対にありません。
○市や国などがＡＴＭの操作をお願いすることは絶対に
　ありません。

商品券の概要

７月上旬募集
商品券の取扱店を募集します

特殊詐欺や個人情報の詐取にご注意ください

近江八幡市プレミアム付商品券の販売を行います
商工労政課　 （３６）５５１７・ （４６）５３２０

対象者

①令和元年度住民税が非課税の人（課税基準日：平成 31年 1月 1日）
　※ただし、住民税が課税されている人と生計を同一とする配偶者や扶養親族、
　　生活保護受給者などを除きます。
②平成 28年４月 2日から令和元年９月 30日までに生まれた子が属する世帯の世帯主

商品券の金額
・1セット４０００円で販売（５０００円分使用できます）
　（１セットは５００円券 10枚を想定）
・1人あたり 5セットまで購入が可能です。

販売期間

10 月 1日から令和２年２月 18日まで（予定）

使用期間

10 月 1日から令和２年３月２日まで（予定）

販売方法

対象者①の人　７月下旬～８月上旬（予定）に交付申請書を送付します。
　　　　　　　購入を希望される場合は、申請書の提出をお願いします。
対象者②の人　申請手続きは不要です。
　⇒①で申請書の審査が完了した人および②の人には、９月上旬から順次「購入引換券」を発送します。

販売場所

・市が指定する販売場所に購入引換券を持参し購入してください。
　（販売場所は現在未定です。購入引換券発送時に直接ご案内する予定です）
※	詳しくは、販売対象者へ直接ご案内する予定です。
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申

問
・ み
ん
な
で
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・
（
32
）２
６
９
５

0
1
0
2
0
2
@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　

市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

は
、
行
政
や
企
業
、
特
定
の
人
の
力
だ
け

で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
地
域
に
関
わ
る
全

て
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
、
わ

た
し
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。

　

目
標
６
は
す
べ
て
の
人
々
に
安
全
な

水
と
衛
生
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
目
標
７

は
持
続
可
能
な
現
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

す
べ
て
の
人
々
が
利
用
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
よ
り

衛
生
面
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
電
力
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
考
え
る

こ
と
は
、
安
全
な
水
や
衛
生
を
考
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｓエ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

地
球
環
境
や
経
済
活
動
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

達
成
に
は
全
世
界
の
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
で
も
、「
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
を
キ
レ
イ
に
使
う
」、「
洗
濯
の
す
す

ぎ
を
１
回
で
済
ま
す
こ
と
の
で
き
る
洗

剤
を
選
ぶ
」、「
省
エ
ネ
製
品
を
使
う
」
な

ど
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
６
で
は
山
や
川
、
湖
沼

な
ど
水
に
関
連
す
る
生
態
系
の
保
護
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
本
市
に
も
、
琵

琶
湖
や
西
の
湖
な
ど
、
守
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
豊
か
な
水
源
が
あ
り
ま
す
。
ゴ

ミ
は
絶
対
に
捨
て
な
い
、
こ
ん
な
当
た

り
前
の
こ
と
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
は
難
し
く
な

ん
て
あ
り
ま
せ

ん
。
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
目
標
６
）

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

（
目
標
７
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

交
付
日
時

　
７
月
28
日
Q　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

交
付
場
所

　

市
民
課
（
全
学
区
対
象
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
は
世
界
中
の
人
々

が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
が
日
々
の
暮
ら
し

や
仕
事
の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
る
取
り
組

み
事
例
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
事

例
は
、
取
り
組
み
が
よ
り
一
層
広
が
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
事
例
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
掲

載
な
ど
を
行
い
ま
す
。

募
集
内
容

　

貧
困
問
題
を
は
じ
め
、
気
候
変
動
や
生
物

多
様
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17
の
ゴ
ー
ル
達
成
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

市
民
課

 

（
36
）５
５
０
０
・
（
33
）１
７
１
７

申

問
・

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
後
、
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
確
認
や
取
材
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
30
日
Y
ま
で

応
募
方
法　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、企
画
課
ま
で
持
参
、

ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
く
だ
さ
い
。エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

な
ど
の
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教えて
！

　

平
日
の
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）
に
市
民
課
に
連
絡
し
て

予
約
し
、
当
日
は
直
接
市
民
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
予
約
優
先
と
な
り

ま
す
が
、
予
約
な
し
で
も
状
況
に
よ
り
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
が
ま
だ
の
人
も
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
証
明
書
の
発
行
や
各
種

届
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

13 広報おうみはちまん　2019.7.1
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お知らせ伝言板

会
期　
12
月
４
日
R
～
12
月
８
日
Q

会
場　
市
文
化
会
館

応
募
資
格

①
市
内
、
東
近
江
市
、
日
野
町
、
竜
王
町
、

野
洲
市
に
在
住
ま
た
は
通
学
す
る
人

②
市
内
に
通
勤
す
る
人

③
市
内
の
美
術
教
室
に
所
属
す
る
人

※
中
学
生
以
下
は
不
可

募
集
作
品
（
５
部
門
）

平
面
・
立
体
・
工
芸
・
書
・
写
真

出
品
点
数　
各
部
門
と
も
一
人
２
点
以
内
。

※
他
の
公
募
展
で
陳
列
し
た
作
品
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

出
品
手
数
料　
１
点
に
つ
き
５
１
０
円

た
だ
し
、
高
校
生
は
１
点
に
つ
き
３
０
０

円
（
別
途
「
市
美
術
展
覧
会
出
品
手
数
料

減
免
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

応
募
方
法　
「
第
64
回
近
江
八
幡
市
美
術

展
覧
会
出
品
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
搬
入
日
に
出
品
手
数
料
を
添
え
て

作
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

搬
入
日
時

11
月
29
日
Y　

午
後
１
時
30
分
～
６
時
30
分

11
月
30
日
U　

午
前
９
時
～
正
午

搬
入
場
所

文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

そ
の
他

　

部
門
ご
と
に
作
品
を
鑑
査
し
、
入
賞
作

品
を
定
め
、
展
覧
会
で
陳
列
し
ま
す
。

　

審
査
で
優
秀
な
作
品
を
推
奨
し
、
各
部

門
に
お
い
て
「
特
別
賞
」
な
ど
の
賞
の
ほ

か
「
無
鑑
査
奨
励
賞
」、「
ヤ
ン
グ
奨
励
賞
」

（
高
校
生
か
ら
23
歳
ま
で
）
も
設
け
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
は
、
市
役
所
、

総
合
支
所
、
市
文
化
会
館
、
図
書
館
、
各

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
８
月
か

ら
配
備
し
ま
す
。
ま
た
、
募
集
要
項
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

性
別
に
よ
る
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
・
職
場
・
家
庭
・

学
校
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
イ
メ
ー

ジ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
絵
手
紙
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
（
団
体
に

よ
る
作
品
は
不
可
）。

応
募
部
門　

小
学
生
、中
学
生
、一
般
（
高

校
生
を
含
む
）

作
品
例

①
家
庭
の
中
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　

家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
男
性
が
積
極

的
に
関
わ
る
様
子
や
、
家
庭
内
で
協
力
し

合
っ
て
い
る
様
子
な
ど

②
職
場
や
学
校
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　

男
性
（
女
性
）
の
多
い
職
業
や
部
活
動

で
女
性
（
男
性
）
が
活
躍
す
る
様
子
な
ど

③
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　

今
ま
で
女
性
（
男
性
）
が
参
加
で
き
な

か
っ
た
行
事
に
女
性
（
男
性
）
が
参
加
し

て
い
る
様
子
や
、
男
女
が
共
に
協
力
し

合
っ
て
い
る
様
子
な
ど

応
募
規
定

①
作
品
は
絵
と
文
字
の
入
っ
た
絵
手
紙

（
イ
ラ
ス
ト
）
と
し
ま
す
。

②
郵
便
は
が
き
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
作
品
は
未
発
表
・
自
作
の
も
の
で
、

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り
ま
す
。

④
１
人
３
点
以
内
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
（
学
年
）
を
明
記
の
う
え
、

人
権
・
市
民
生
活
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
９
月
10
日
E
必
着

入
賞
作
品
の
表
彰　
入
賞
作
品
は
、
広
報

お
う
み
は
ち
ま
ん
な
ど
で
公
表
す
る
と
と

も
に
、
11
月
９
日
U
開
催
予
定
の
「
男
女

共
同
参
画
市
民
の
つ
ど
い
」
で
表
彰
し
ま

す
。

※
９
ペ
ー
ジ
に
「
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
１
９
」
に
掲
載
し
た
作
品
を
毎
月
、

紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
64
回
近
江
八
幡
市
美
術
展
覧
会

男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
作
品

「
男
女
が
輝
い
て
生
き
る
」絵
手
紙

問

問

文
化
観
光
課　

（
36
）５
５
２
９
・
（
36
）５
８
８
２

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
８
８
１
・
（
36
）５
５
５
３

〒
５
２
３
ー
８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）
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廃
棄
物
を
単
に
焼
却
処
理
せ
ず
、
焼
却

の
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
・
利
用
す
る
こ
と
を
「
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
」
と
い
い
ま
す
。

　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
洗
剤
容
器
、
卵
パ
ッ
ク
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
原
料
は
原
油
で
、
燃
や
す
と
高
い
熱
を

発
し
ま
す
。

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
施
設
で
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
発
電
し
、
施
設
内
で
使
用
す
る
電
力

を
ま
か
な
い
、
余
剰
電
力
が
あ
れ
ば
売
電

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
健
康
ふ

れ
あ
い
公
園
の
温
水
プ
ー
ル
に
余
熱
を
供

給
し
て
い
ま
す
。

　

「
無
料
回
収
」
と
印
刷
さ
れ
た
チ
ラ
シ

が
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
な
ど
の

市
の
許
可
を
受
け
ず
に
、
集
落
内
を
軽
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
で
巡
回
し
、
家
電
製
品
な
ど

を
回
収
す
る
行
為
は
違
法
行
為
で
す
。
絶

対
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
当
て
は

ま
る
と
要
注
意
で
す
。
無
料
と
思
わ
せ
て

お
い
て
、
法
外
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
事

案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
営
業
所
の
所
在
地
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

・
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
は
携
帯
電
話
の
み
。

・
あ
た
か
も
合
法
な
許
可
を
受
け
て
い
る

か
と
錯
覚
さ
せ
る
「
古
物
商
許
可
番
号
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
な
ど

は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
あ
い

ま
い
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
、
珪け

い
そ
う
ど

藻
土
バ

ス
マ
ッ
ト
が
「
燃
え

な
い
」
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。

水
を
吸
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
、
と
す
ぐ
に

捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

珪
藻
土
は
水
分
を
吸
収
し
ま
す
が
、
皮

脂
や
汚
れ
は
表
面
に
付
着
し
ま
す
。
皮
脂

や
汚
れ
が
付
着
す
る
と
、
目
詰
ま
り
を
起

こ
し
、
吸
水
し
な
く
な
り
ま
す
。

　

吸
水
能
力
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
次
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
使
用
後
は
こ
ま
め
に
タ
オ
ル
で
水
分
を

拭
き
と
る
。

・
月
一
回
程
度
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
で
水
洗

い
し
、
日
陰
干
し
を
す
る
。

　

そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
場
合
は
紙
や
す

り
で
表
面
を
さ
っ
と
削
る
こ
と
で
目
詰
ま

り
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

紙
や
す
り
を
か
け
る
と
、
削
っ
た
粉
が
出

る
の
で
、
水
を
か
け
な
が
ら
行
う
と
後
片
付

け
も
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、お
持
ち
の
バ
ス
マ
ッ

ト
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
珪
藻
土
バ
ス
マ
ッ
ト
は
「
燃
え
な

い
ご
み
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
材
質
か

ら
「
埋
立
ご
み
」
と
し
て
最
終
処
分
場
へ
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物
（
ご

み
）
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
い

い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
宅
の
庭
な
ど
で
庭
木
を
剪

定
し
た
も
の
や
家
庭
ご
み
を
集
め
て
燃
や

す
こ
と
は
違
法
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
い
る
人
に
と

っ
て
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
習
慣
で

あ
っ
て
も
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
人
は
煙

で
せ
き
込
ん
だ
り
、
飛
散
す
る
灰
や
臭
い

が
洗
濯
物
に
付
着
す
る
な
ど
、
困
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
思
わ
ぬ
も
の
に
引
火
し
て
、
建

物
ま
で
火
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
火

災
が
近
隣
市
町
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
法
施
行
令
で
は
、
た
き
火

な
ど
軽
微
な
も
の
は
例
外
と
し
て
焼
却
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
産
業
廃
棄
物
で

あ
る
木
く
ず
を
集
め
て
燃
や
し
て
い
な
が

ら
、
平
然
と
「
た
き
火
を
し
て
い
る
だ
け

だ
」
と
主
張
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
周

辺
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
と

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
易
に

燃
や
す
行
為
は
慎
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

環
境
課　

（
36
）５
５
０
９

「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

少
し
の
手
入
れ
で
長
く
使
お
う
！

「
無
料
回
収
」の
落
と
し
穴

「
野
焼
き
」は
違
法
で
す

ごみ焼却時に発生する余熱を利用した
健康ふれあい公園の温水プール
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国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
31（
令
和
元
）年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
の
決
定
通
知
書
は
６
月
中
旬
頃
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
に
よ
る
納
付
の

人
は
、
決
定
通
知
書
に
各
納
期
分
の
納
付

書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
期

未
到
来
分
の
納
付
書
は
、
皆
さ
ん
の
お
手

元
で
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
で
は
、
世
帯
単
位
で
保

険
料
を
計
算
し
、
納
付
義
務
者
は
世
帯
主

で
す
。保
険
料
の
通
知
や
納
付
書
な
ど
は
、

世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
届
け

出
は
14
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動

的
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
変
更
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。届
け
出
が
遅
れ
る
と
、医
療
費

が
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
た
り
、
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
化

し
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
は
現

在
、「
被
保
険
者
証
」
に
加
え
て「
高
齢
受

給
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
８
月

１
日
以
降
の
更
新
か
ら「
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
」
に
一
体
化
さ
れ
た
も
の

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療
費
受

給
券（
助
成
券
）
を
お
持
ち
の
70
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
は
、
８
月
以
降
、

被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
と
福
祉
医

療
費
受
給
券（
助
成
券
）
を
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

区　　分 所得割率 均等割額
（加入者１人につき）

平等割額
（加入世帯１世帯につき） 賦課限度額

基礎賦課額
（医療分） 7.10％ 26,800 円 20,400 円 61 万円

後期高齢者支援金
（支援分） 2.63％ 9,000 円 7,400 円 19 万円

介護納付金
（介護分） 2.26％ 8,700 円 4,800 円 16 万円

合　　計 11.99％ 44,500 円 32,600 円 96 万円
介護分除く 9.73％ 35,800 円 27,800 円 80 万円

■平成 31（令和元）年度国民健康保険料率（※介護納付金は 40 歳以上 65 歳未満の人のみ該当）

法改正により、賦課限度額について医療分が３万円引き上げられます。
均等割額・平等割額は、世帯の総所得と加入者数に応じて７割・５割・２割の軽減措置があります。

国
民
健
康
保
険

　

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

平成
31 年度

特定健診の受診による病気

の早期発見・治療や生活習

慣の改善、ジェネリック医

薬品の利用で年々増加する

医療費を抑制することがで

きます。皆さんのご協力を

お願いします。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

　

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
お
よ
び
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
31
日

で
期
限
が
切
れ
、使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関
な
ど
に
か

か
る
際
は
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証（
70

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
）
を
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
新
し
い
被
保
険
者
証
な
ど
は
７

月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
を
お
確
か

め
い
た
だ
き
、
内
容
に
誤
り
な
ど
が
あ
る

場
合
は
保
険
年
金
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証
お

よ
び
高
齢
受
給
者
証
は
各
自
で
責
任
を
持

っ
て
破
棄
す
る
か
、
市
役
所
窓
口
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
更
新

　

認
定
証
の
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
認
定
証
の
更
新
を
希
望
す
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
お
よ
び
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、

７
月
24
日
R
以
降
に
市
役
所
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
は
、
月
曜
日
お
よ
び
金
曜
日
は
非

常
に
混
み
合
い
ま
す
。
待
ち
時
間
が
長
時

間
に
お
よ
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課 

（
36
）５
５
０
１

安
土
未
来
づ
く
り
課 

（
46
）７
２
０
６

申

問
・

被保険者証 兼 高齢受給者証

２枚が１枚になります
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

今
年
度
の
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
、平
成
31（
令
和
元
）年
度
の
保
険
料
額

や
、
お
支
払
い
の
方
法
に
つ
い
て
の
通
知

書
を
、
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料

は
、
平
成
30
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
方
法

　

通
知
書
の「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額

が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額
が
公

的
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
は
、年
に
一
度
の
被
保
険
者
証

の
更
新
日
で
す

　

８
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、７
月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し

ま
す
。

　

更
新
に
と
も
な
い
、
現
在
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
全
員
の
被

保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
１
日
以
降
は
、
今
お
持

ち
の
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
和
と
は
何
か
、
幸
せ
と
は
何
か
を
考

え
る
機
会
と
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
10
日
U　

午
後
１
時
30
分
～

４
時

場
所　
市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
　
○
平
和
祈
念
式
典
／
追
悼
の
言

葉
、献
花
、平
和
宣
言
、平
和
の
折
鶴
の
献

呈
、平
和
へ
の
誓
い（
作
文
発
表
）

○
記
念
事
業
／
平
和
へ
の
賛
歌（
女
声
合

唱	

ラ
・
フ
ル
ー
ル
近
江
八
幡
）、
構
成
劇

（
県
立
八
幡
商
業
高
等
学
校	

演
劇
部
）

○
平
和
を
考
え
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
／
戦
争

体
験
に
ま
つ
わ
る
物
品
、
写
真
・
パ
ネ
ル

な
ど
の
展
示

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

保
険
年
金
課 

（
36
）５
５
０
１

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

０
７
７（
５
２
２
）３
０
１
３

申

問
・

問問

福
祉
政
策
課 

（
36
）５
５
８
５
・

（
32
）６
５
１
８

人
権
・
市
民
生
活
課 

（
36
）５
８
８
１
・

（
36
）５
５
５
３

第
10
回
平
和
祈
念
式
を
開
催
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
更
新

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下
、

限
度
額
証
）は
、入
院
時
や
、高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
る
と
き
に
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

の
お
支
払
い
の
上
限
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
非
課
税
世
帯
の
人
は
入
院
時
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

・
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

６
９
０
万
円
未
満
の
人

手
続
方
法

　

７
月
31
日
ま
で
有
効
の
限
度
額
証
を
お

持
ち
の
人
で
、８
月
以
降
も
対
象
と
な
る

人
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
に
同
封
し

て
郵
送
し
ま
す（
申
請
手
続
き
不
要
）。

　

対
象
と
な
る
人
で
限
度
額
証
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
被
保
険
者
証
と
印
鑑（
認
印

で
可
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
市
役
所
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

氏　名 担当学区
安田	晴彦 八幡
鎌田	正子 八幡
宮尾	光栄 島
浜田	敏次 岡山
中西	隆 金田
中西	あさ子 金田
新垣	善博 桐原
舩橋	則子 桐原
間瀨	寛道 馬淵
石橋	利一 北里
児玉	章宏 武佐
富山	郁子 安土
林	秀一 老蘇

　人権擁護委員は、市長の推薦を受
けて法務大臣から委嘱された人で
す。人権に対する理解を深めてもら
うための啓発や人権相談などの活動
をしています。
　委員による人権相談を毎月開催し
ています。人権に関わることは、ひと
りで悩まずご相談ください。詳しく
は９ページをご覧ください。

昨年の平和祈念式

（敬称略）
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お知らせ伝言板

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動
車
燃
料
の
費
用
助
成

障
が
い
福
祉
課　

 
(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

安
土
未
来
づ
く
り
課　

 
(

46)

７
２
０
６
・

(

46)

６
１
４
６

健
康
推
進
課

 

（
33
）４
２
５
２
・ 

（
34
）６
６
１
２

申
問
・

問

　

移
動
時
に
支
援
が
必
要
な
障
が
い

者
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
自
動

車
燃
料
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
（
施
設
入
所
者
を

除
く
）
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
本
人
の
平
成
31
年
度
（
令

和
元
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人
の
う
ち
、
肢
体
不
自
由
（
下
肢
・

体
幹
・
脳
原
性
移
動
機
能
障
害
に
限

る
）
・
視
覚
・
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能

障
害
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
そ
の

障
害
等
級
が
単
独
で
１
級
ま
た
は
２

級
に
該
当
す
る
人

※
総
合
等
級
で
は
な
く
、
各
部
位
の

個
別
等
級
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

助
成
額(

次
の
ど
ち
ら
か
を
選
択)

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

６
０
０
０
円
（
５
０
０
円
×
12
枚
）

②
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

３
０
０
０
円
（
１
０
０
０
円
×
３
枚
）

※
年
度
途
中
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法　

市
と
協
定
を
締
結
し
た
事

業
者
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
１
日
W
以
降
に
身
体

障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
向
け

福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
く
だ
さ
い

障
が
い
福
祉
課

 
(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

申
問
・

　

市
障
が
い
児
者
地
域
自
立
支
援
協

議
会
（
障
が
い
児
支
援
促
進
部
会
）

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
や

保
護
者
の
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
し
、
必
要
な
支
援
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
「
は
ー
と
ふ
る
♡

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
手
帳
制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

の
制
度
や
事
業
所
、
各
種
相
談
窓
口

な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
が
い
福

祉
課
（
ひ
ま
わ
り
館
）
や
小
中
学
校
、

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

献
血
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
、

よ
り
一
層
の
献
血
運
動
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で｢
滋
賀
県
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動｣

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ
る
輸

血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、皆
さ
ん
の
善

意
の
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
施
設
等
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

幼
児
課

 

（
36
）５
５
７
９
・

(

32)

６
５
１
８

問

「
保
育
の
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？
」

あ
な
た
ら
し
い
働
き
方
が
み
つ
か
り
ま
す

　

保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る
学

生
や
求
職
者
を
対
象
に
、
市
内
の
保
育

所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保

育
事
業
所
・
家
庭
的
保
育
事
業
所
な
ど

で
働
く
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
園（
所
）の
保
育
内
容
・
特
色
や
働

く
保
育
士
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履
歴
書

不
要
・
服
装
自
由
・
入
退
室
自
由

日
時　

８
月
24
日
U		

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
）

場
所　

市
文
化
会
館	

小
ホ
ー
ル

対
象　

保
育
士
養
成
校
を
卒
業
予
定
の

学
生
、
す
で
に
保
育
士
資
格
や
看
護
師

資
格
を
持
つ
求
職
者

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

	

午
前
10
時
～
11
時
45
分

	

午
後
１
時
～
４
時

Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
南
口

７
月
21
日
Q	　
（
一
般
献
血
）

広げよう、献血の輪！

Give blood. Save life

少
し
の
勇
気
と
温
か
い
思
い
や
り
で
、

     

あ
な
た
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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７
月
は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
で
す

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

　

｢

熱
中
症｣

は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
長

く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
屋
外
だ

け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き

で
も
発
症
し
ま
す
。

　

熱
中
症
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
熱
中
症
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
予
防
が
大
事

〇
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
体
温
調
整

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
保
冷
剤
・
冷
た

い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
却
し
、
体
温
上

昇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〇
室
内
で
気
を
付
け
る
こ
と

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
室
温
を
こ
ま
め
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
な
ど
で
直
射

日
光
を
さ
え
ぎ

り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
主
な
症
状

○
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し

び
れ
、筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、頭
痛
、吐

き
気
、嘔
吐
、倦
怠
感
な
ど

〇
重
症
に
な
る
と
、
意
識
消
失
、
け
い

れ
ん
、か
ら
だ
が
熱
い
な
ど

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
に
は

　

涼
し
い
場
所
に
避
難
し
、
衣
服
を
ゆ

る
め
、
体
を
冷
や
す
。
水
分
と
塩
分
を

補
給
す
る
。
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、

意
識
が
な
い
場
合
は
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

問

【出典　政府広報オンライン】

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

長
寿
福
祉
課

(

31)

３
７
３
７
・

(

31)

３
７
３
８

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す（
認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
普
段
の
生
活
の
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
や
心
配
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

要
予
約
・
参
加
無
料

日
時　

７
月
18
日
T　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　

ひ
ま
わ
り
館　

研
修
室

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
問
・

〇
屋
外
で
気
を
付
け
る
こ
と

・
日
陰
や
照
り
返
し
の
少
な
い
場
所
を

歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
涼
し
い
場
所
を
利
用
し
て
こ
ま
め
に

休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
気
性
の
よ
い
服
や
、日
傘
、帽
子
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

	

問「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」で
認
知
症
予
防

健
康
推
進
課

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

　

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
足
踏
み
な
ど
の

運
動
を
し
な
が
ら
、
し
り
と
り
な
ど
の
頭

を
使
う
活
動
を
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
認

知
症
を
予
防
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
脳
へ
の
血
流

が
よ
く
な
り
注
意
力
や
判
断
力
を
維
持
・

向
上
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

足
踏
み
を
し
な
が
ら
、２
つ
前
の
言
葉

を
思
い
出
し
て
し
り
と
り（
下
図
）
を
し

た
り
、
頭
を
働
か
せ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【出典：国立長寿医療研究センター予防老年学
　　　研究部ホームページ】

1 2

3

4

5
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20

お知らせ伝言板

水
道
事
業
所　

（
36
）５
５
３
４
・

（
34
）７
４
８
０

010618@
city.om

ihachim
an.lg.jp

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

（
33
）３
１
５
１
・

（
33
）４
８
７
７

第
４
回
夏
休
み
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
病
院
探
検
ツ
ア
ー

「
だ
ん
な
い
で
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」

協
力
企
業
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す

夏
休
み
に
お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
を

牧
浄
水
場
の
夏
季
見
学
会

　

今
年
も
牧
浄
水
場
の
見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
災
害
時
な
ど
に
対
応
し
た
緊
急
給

水
装
置
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
協

賛
企
業
の
水
道
関
連
展
示
ブ
ー
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
で
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
27
日
U　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

※
荒
天（
警
報
発
令
時
）は
中
止

場
所　

牧
浄
水
場　

※
駐
車
場
あ
り

日
時　
７
月
28
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後

３
時

場
所　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー	

よ
し
ぶ
え

ホ
ー
ル

対
象　
小
学
５
・
６
年

生
、中
学
生
、高
校
生

定
員　
20
人
程
度

　
　
　
（
要
予
約
）

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗

力（
免
疫
）を
つ
く
り
、感
染
症
を
予
防

し
ま
す
。母
子
健
康
手
帳
で
接
種
歴
を

確
認
し
、
計
画
的
に
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
）

　

小
学
校
６
年
生

日
本
脳
炎
予
防
接
種
２
期

　

小
学
校
４
年
生

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
２
期

　

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の
５
歳
児
ク

ラ
ス
在
園
時

定
員　

１
５
０
人
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

水
道
事
業
の
説
明
、
浄
水
過
程
の

見
学
、緊
急
給
水
、協
賛
企
業
に
よ
る
催
し

申
込
方
法　

氏
名
、
学
区
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数（
大
人
・

子
ど
も
別
）
を
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
○
午
前
10
時
～
正
午

「
病
院
を
見
学
し
よ
う
！
」
手
術
室
や
検

査
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
、
普
段
見
ら
れ

な
い
所
を
見
学
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し

よ
う

〇
午
後
１
時
～
３
時

「
オ
ペ
を
体
験
し
よ
う
！
」
医
師
と
一
緒

に
ブ
タ
の
心
臓
を
使
っ
て
、
心
臓
手
術
の

模
擬
体
験
を
し
て
み
よ
う

日
本
脳
炎

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
接
種
後
に
重

い
副
反
応
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
平
成
17
年
５

月
30
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
、
積

極
的
な
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
当

時
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
20
歳

に
な
る
ま
で
は
４
回
接
種
の
う
ち
受
け
ら
れ

て
い
な
い
回
数
を
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
今
年
度
18
歳
に
な
る
人
は
、
母
子
健
康

手
帳
で
４
回
接
種
で
き
て
い
る
か
確
認
の

う
え
、早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

地
域
社
会
み
ん
な
で
子
育
て
家
庭
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
だ
ん
な
い

で
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

主
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
親
子
向
け

の
企
画
や
グ
ッ
ズ
を
提
供
い
た
だ
け
る

企
業
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
問
・

申
問
・

申
問
・

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

子
ど
も
支
援
課　

 

（
36
）５
５
６
２
・
（
32
）６
５
１
８

問

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細
は
、広
報
４
月
号

と
同
時
配
付
の「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
」は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今年のフェスタは

11月23日D 開催

”お楽しみに”

至長命寺湖周道路

　

至
大
房

特別養護
老人ホーム
水茎の里

○ ○
運動公園

●
牧浄水場

琵琶湖

水茎干拓
土地改良区

○

○
漁港
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　開館時間やイベント詳細は市ホームペー

ジから確認できます。

ホームページＵＲＬ
http://www.city.omihachiman.shiga.jp/link/kosodate.html

子育て応援ひろば
７月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター （火～土曜日）     （33）0703
ク 子育て支援センター「クレヨン」（子育て広場・親子交流広場の開催日）

 （36）7270

安 安土子育て支援センター（月～金曜日）       （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★青字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

日 月 火 水 木 金 土

30 1 2 3 4 5 6
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～
ク★子育て相談日
　午前9時～午後4時

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

東★手形・足形
　午前10時～(1歳）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

あママカフェ
　午前10時30分～

西七夕笹飾り作り
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八ティータイム
　午前11時～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

あ七夕祭りとお話広場
　午前10時30分～

東体育館開放
　午前10時～
西★親子ヨガをしよう
　午前10時～（1歳半～）

7 8 9 10 11 12 13
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

八水遊び
　午前10時～

東★手形・足形
　午前10時～(0歳）

西水遊びをしよう
　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安★子育ち講座「排泄の自立に
向けて」午前10時～（就園前まで）
あママカフェ
　午前10時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

八★パパ・ママあそぼ
（手形・足形アート）
　午前10時～

西★サッカー教室
　午前10時30分～
　（年長～小学3年生）

14 15 16 17 18 19 20
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデイ
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金振替開室日
　午前9時30分～

あ★ティータイム＆お誕生会
　午前10時30分～

西★歯科指導
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

八★おひさま広場
（ミュージック・ケア）
　午前10時～（2歳～）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

東★カレーを作ろう
　午前9時45分～(小学生)

21 22 23 24 25 26 27
ク遊びの出前
　午前10時～(市民共生センター)

安絵本のひろば
午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ク★子育て相談日
    午前9時～午後4時

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★ぽっとん落とし作り
　午前10時～

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八井戸端会議
　午前10時30分～

あママカフェ
　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

八★わくわく教室
（理科実験）
　午前10時～（小学生）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安子育て相談室
　午前9時～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★映画大会
　午後２時～(小学生)

28 29 30 31 1 2 3
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★水遊び
　午前10時～(3歳～)
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お知らせ伝言板

お知らせ伝言板

日 日時 場 場所

対 対象 内 内容

定 定員 ￥ 費用

出 出演 持 持物

講 講演・講師

申 申込方法

締 申込締切/期間

　

８
月
13
日
E
か
ら
15
日
T
ま
で
の
３
日

間
、
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

と
し
て
市
役
所
を
閉
庁
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
市
民

課
、税
務
課
、保
険
年
金
課
な
ど
、市
民
生

活
に
密
着
し
た
窓
口
は
通
常
業
務（
開
庁
）

を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
８
月
号
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課

(

36)

５
５
５
４
・

(

32)

３
２
３
７

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
な
ど
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始　

７
月
１
日

承
認
期
間　

原
則
７
月
～
翌
年
６
月

所
得
審
査
対
象　

①
免
除
／
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主

②
猶
予
／
本
人（
50
歳
未
満
）・
配
偶
者

※
離
職
票
な
ど
が
あ
れ
ば
失
業
し
た
人
の

所
得
は
除
外
し
て
審
査（
離
職
日
の
翌
々

年
６
月
ま
で
有
効
）さ
れ
ま
す
。

持　

本
人
確
認
書
類
、年
金
手
帳
、印
鑑
、

添
付
書
類（
離
職
票
な
ど
）

※
免
除
・
猶
予
さ
れ
ず
に
未
納
状
態
で
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
問
・
　

保
険
年
金
課

(

36)

５
５
０
２
・

(

33)

１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

(

46)

７
２
０
６
・

(

46)

６
１
４
６

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　
　
　

０
７
７
（
５
６
７)

２
２
２
０

　

安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
を
す
る
公
的
年
金
。

対　

○
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者

○
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
、
海
外
居
住

者
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人

内　

掛
金
は
自
由
に
設
定
可
能
、掛
金
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
、終
身
年
金

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

全
国
国
民
年
金
基
金　

滋
賀
支
部

https://w
w
w
.zenkoku-kikin.or.jp/

０
１
２
０(

６
５)

４
１
９
２

日　

８
月
25
日
Q　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

場　

県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
草
津
市
）

対　

県
内
在
住
の
12
歳
以
上（
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
）で
、身
体
障
害
者
手
帳
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
療
育
手
帳
を
有
す
る

か
、そ
の
取
得
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人

申　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締　

７
月
17
日
R

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７(

５
２
２)

６
０
０
０

０
７
７(

５
２
１)

８
１
１
８

　

要
約
筆
記
の
技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障

が
い
者
の
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。
要

約
筆
記
と
は
、発
言
者
の
話
を
聞
き
、要
約

し
て
書
く
こ
と
で
、
聴
覚
障
が
い
者
に
そ

の
場
の
話
の
内
容
を
伝
え
る
通
訳
で
す
。

日　

９
月
３
日
～
令
和
２
年
２
月
４
日

（
火
曜
日
・
全
17
回
）、午
後
１
時
30
分
～

場　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー（
草
津
市
）

対　

全
回
受
講
可
能
な
18
歳
以
上
の
人

￥　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
６
０
０
円
）

締　

８
月
16
日
Y

※
開
催
要
項
・
申
込
書
を
請
求
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
１
）６
１
１
１

　

２
０
２
０
年
５
月
28
日
T
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
近
江
八
幡
市
内

を
走
り
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。詳
し

く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
滋
賀
県
実
行
委
員
会
事
務
局

https://jtbsports.jp/contents/
shiga-runner/

０
５
７
０（
０
０
３
）０
９
５

夏
季
閉
庁
期
間
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

滋
賀
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会(
水
泳
）

国
民
年
金
基
金

要
約
筆
記
者
養
成
講
座(

パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス 

前
期)

受
講
者
募
集

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
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７
月
は「
社
会

を
明
る
く
す
る

運
動
」の
強
調
月

間
で
す
。全
て
の

国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と

過
ち
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。
近
江
八
幡
保

護
区
保
護
司
会
も
次
の
活
動
を
行
い
ま

す
。

○
近
江
八
幡
市
長
に
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達（
７
月
１
日
）

○
愛
の
学
校
訪
問

○
近
江
八
幡
駅
な
ど
で
街
頭
啓
発

○
近
江
八
幡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
と
の

共
催
で
バ
ザ
ー
な
ど
を
開
催
。
売
上
金
の

一
部
を
滋
賀
刑
務
所
な
ど
に
贈
呈
。

日　

７
月
13
日u

・
14
日
Q　

午
前
10
時

～
午
後
４
時（
14
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場　

ひ
ま
わ
り
館　

ホ
ー
ル

●
更
生
保
護
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日　

７
月
15
日
D　

午
後
１
時
30
分
～

場　

ひ
ま
わ
り
館
ホ
ー
ル

内　

第
１
部
／
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
標
語
や

作
文
の
入
選
者
発
表
と
表
彰
式

第
２
部
／
講
演「
少
年
非
行
の
現
状
と
課

題
及
び
対
策
に
つ
い
て
」𠮷
村
満
晴
さ
ん

（
大
津
保
護
観
察
所
長
）

問　

近
江
八
幡
保
護
区
保
護
司
会（
総
合

支
所
内
）		

（
46
）３
１
４
１（
内
線
３
４
５
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
「
愛
の
学
校
訪
問
」は
、あ
い
さ
つ
運
動

を
通
し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

築
く
た
め
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
声
か

け
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。
地
域
の
子
ど

も
や
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
あ
い
さ
つ
運
動

・
７
月
２
日
E 

 

市
内
公
立
小
学
校

・
７
月
４
日
T　

市
内
公
立
中
学
校

午
前
７
時
30
分
～
登
校
終
了
後
ま
で

問　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議（
生
涯

学
習
課
内
）　

（
36
）５
５
３
３

　

創
業
を
考
え
て
い
る
人
、
創
業
後
間
も

な
い
人
な
ど
の
た
め
の
起
業
セ
ミ
ナ
ー
。

日　

７
月
７
日
・
21
日
、
８
月
４
日
・
18

日
・
25
日
、９
月
８
日
の
日
曜
日

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

場　

安
土
町
商
工
会
、近
江
八
幡
商
工
会
議
所

定　

30
人（
先
着
順
）

￥　

５
０
０
０
円（
全
６
回
分
）

申　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
近
江
八
幡
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

締　

７
月
３
日
R

申
問
・
　

近
江
八
幡
商
工
会
議
所	

（
33
）４
１
４
１

安
土
町
商
工
会	

（
46
）２
３
８
９

滋
賀
中
央
信
用
金
庫	

（
34
）７
８
１
２

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
商
店
や
工
場
、
薬

局
な
ど
で
取
り
引
き
や
証
明
用
と
し
て
使

用
す
る「
は
か
り
」は
、２
年
に
１
回
精
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。該
当
す
る「
は
か
り
」を
使
用
す
る

人
は
定
期
検
査
を
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

日
・
場　

①
７
月
24
日
R　

午
前
10
時
～
正
午

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

②
７
月
24
日
R　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

武
佐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
７
月
25
日
T　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

岡
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④
７
月
26
日
Y　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

旧
人
権
セ
ン
タ
ー(

ア
ク
テ
ィ
近
江
八
幡
隣)

持　

特
定
計
量
器
定
期
検
査
受
験
票

手
数
料（
２
５
０
円
～
２
１
０
０
円
／
１

個
に
つ
き
）

問　

商
工
労
政
課

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０

○
自
衛
官
候
補
生
（
陸
海
空
）

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女
（
採

用
年
齢
引
上
げ
）

試
験
日　

７
月
26
日
Y
・
27
日
U
、
９
月

18
日
R
・
28
日
U
・
29
日
Q
の
い
ず
れ
か

で
希
望
す
る
一
日

受
付
期
間　

年
間
通
じ
て
受
け
付
け

〇
航
空
学
生
（
海
空
）

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
お
よ
び
戦
術
航
空
士
を
養

成
す
る
幹
部
自
衛
官
コ
ー
ス

対　
（
海
上
自
衛
隊
）
18
歳
か
ら
23
歳
未

満
の
男
女
、(
航
空
自
衛
隊)

18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
男
女

試
験
日　

(

１
次)

９
月
16
日
D
、(

２

次)

10
月
中
旬
、(

３
次)
11
月
下
旬

締　

９
月
６
日
Y

○
一
般
曹
候
補
生
（
陸
海
空
）（
第
２
回
）

　

部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
の
養
成
コ
ー
ス

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女
（
採

用
年
齢
引
き
上
げ
）

試
験
日　
（
１
次
）
９
月
20
日
Y
・
21
日

U
ど
ち
ら
か
希
望
日
、(

２
次)

10
月
12

日
U
・
13
日
Q
ど
ち
ら
か
希
望
日

締　

９
月
６
日
Y

申
問
・
　

自
衛
隊
近
江
八
幡
地
域
事
務
所

(

33
）
２
１
０
３

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
検
く
だ
さ
い

愛
の
学
校
訪
問

　

青
少
年
の
育
成
は
、
家
庭
と
学
校
・
地
域
か
ら

防
衛
省
自
衛
隊
採
用
試
験
の
案
内

は
ち
ま
ん
創
業
塾

申し込み、お問い合わせは、秘書広報課まで
（３６）５５２６・ （３２）２６９５

【掲載基準】
１枠　３０,９００円　								　
　（縦６㌢×横９㌢・モノクロ）

掲載基準など詳しくはお問い合わせください
（10月１日からの消費税増税により掲載料を変更
する場合があります）。

広告掲載募集！
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お知らせ伝言板

今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

７
月
31
日
R)

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
２
期
）

　

国
民
健
康
保
険
料
（
２
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
１
期
）

　

介
護
保
険
料（
１
期
）

【P

ペ
イ
ビ
ー

ayB

】

https://payb.jp

【
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
】

https://w
w
w
.rakuten-bank.co.jp

※
詳
し
く
は
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

善
意
の
と
も
し
び

５
月
21
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
受
付

福
祉
基
金
に
と

光
友
易
学
５
千
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

匿
名
２
千
円

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な の ㉗ん 話

夏
・
暑い

晴れ

障がい福祉課
（３１）３７１１・ （３１）３７３８

問

親指を人差指にのせた
右手拳で首筋をあおぐ
ように動かす

手のひらを前に向けて交
差した両手を左右斜め上
へ弧を描いて開く

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
か
ん
た
ん
決
済

夏
の
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
募
集

　

～
お
得
な
省
エ
ネ
を
考
え
よ
う
～

　

滋
賀
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

が
、
写
真
や
動
画
を
交
え
た
楽
し
い
お
話

や
、
受
講
者
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
省
エ
ネ
の

コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。
各
団
体
の
ご
要
望
に

対
応
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
、
用
意
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

対　

自
治
会
、
企
業
、サ
ー
ク
ル
な
ど

※
10
人
以
上
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

￥　

無
料

場　

希
望
さ
れ
る
場
所

「
う
ち
エ
コ
診
断
」
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

～
家
庭
向
け
省
エ
ネ
診
断
、

　
　
　
　

太
陽
光
発
電
の
費
用
対
効
果
～

　

ご
家
庭
で
省
エ
ネ
や
節
電
を
進
め
て
い

た
だ
く
た
め
、お
住
ま
い
や
お
近
く
の
会
場

に
出
向
き
、
各
ご
家
庭
に
ふ
さ
わ
し
い
省
エ

ネ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
省

の
公
的
資
格
で
あ
る「
う
ち
エ
コ
診
断
士
」

が
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
買
い
替
え
の
費

用
対
効
果
な
ど
も
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

対　

自
治
会
、
企
業
、サ
ー
ク
ル
な
ど

※
個
人
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

￥　

無
料

場　

希
望
さ
れ
る
場
所

申
問
・
　

滋
賀
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
９
）５
３
０
１

　

戦
没
者
お
よ
び
戦
災
死
没
者
に
対
し
て

追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
恒
久

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
平
和
祈
念
滋
賀

県
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

日　

８
月
31
日
U　

午
前
10
時
～
11
時

30
分

省
エ
ネ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

場　

県
立
体
育
館（
大
津
市
に
お
の
浜
）

定　

１
０
０
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申　

ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル（
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
記
入
）で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締　

７
月
26
日
Y（
消
印
有
効)

申
問
・
　

県
健
康
福
祉
政
策
課

〒
５
２
０
‐
８
５
７
７（
住
所
記
載
不
要
）

０
７
７
（
５
２
８
）４
８
５
０

ea0
0
0
3
@
pref.shiga.lg.jp

日　

7
月
20
日
U　

午
前
８
時
30
分

～
11
時（
小
雨
決
行
、

荒
天
中
止
）

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）
５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

平
和
祈
念
滋
賀
県
戦
没
者
追
悼
式　

参
列
者
募
集

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

今年もありがとうございます

「市の社会福祉に役立てて」と
　近江八幡管工事協同組合が寄付

子ども・子育て支援へ 遊具を
　 Daigas「小さな灯」運動から寄贈

　市内の上下水道工事事業者が加盟する
近江八幡管工事協同組合より、５月30日
「社会福祉に使っていただきたい」と10
万円を寄付いただきました。寄付は一昨
年より続くもので、ご厚意に従って、福
祉基金への寄付とさせていただきました。

　Daigas（大阪ガス）グループの企業ボ
ランティア活動である「小さな灯」運動の
一環として６月5日、「地域子育て支援
センタークレヨン」に、赤ちゃん用の玩
具「ハイハイのみち」をいただきました。
ご寄贈は一昨年より続くもので、子ども
たちは早速、楽しそうに遊んでいました。
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植松三十里／著
（ＰＨＰ研究所）

ジョン・エイジー／作・絵　
（フレーベル館）

図書館においでよ!

『うちゅうじんは
       いない！？』

『帝国ホテル建築物語』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『心音』																																							乾ルカ／著（光文社）
『人類最年長』																				島田雅彦／著（文藝春秋）
『バシレウス―呂不韋伝―』塚本靑史／著（ＮＨＫ出版）
『指名手配作家』																								藤崎翔／著（双葉社）
『同潤会代官山アパートメント』三上延／著（新潮社）

『うみどりの島』		寺沢孝毅／文　あべ弘士／絵（偕成社）
『パピヨン号でフランス運河を』

		山下明生／作　高畠那生／絵（理論社）
『いないいないばあさん』　		佐々木マキ／作（偕成社）

近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

７月の
休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

〈今月のおはなし会〉 こわ～いこわいおはなし会

親子で楽しむ絵本のひろば ～王様・王女様になろう～

近江八幡図書館
おはなし研究会のおはなし会
　13日U

　０～２歳／午前10時～
　３～５歳／午前10時35分～
　小学生以上／午前11時10分～
※27日U　午前10時30分～
　金田コミュニティセンター
おはなしメリーゴーランド
　17日R　	午前10時30分～　
　０～２歳

安土図書館
絵本の時間
　５日Y　午前10時30分～
　０～２歳
安土おはなし童話クラブのおはなし会
　20日U

　３～５歳／午前10時～
　小学生以上／午前11時～

　１９２３年 (大正12年 )に完成した帝国ホテル、通称
「ライト館」。「東洋の宝石」と称えられたこの建物は、20
世紀を代表する米国人建築家、フランク・ロイド・ライ
トが手がけました。想像を絶するライト館完成までの道
のりと、建築にかけた男たちの熱い闘いを描いています。

　僕はうちゅうじんを見つけるため、ちきゅうからは
るばるこの星にやってきた。ぜったいにいるとしんじ
ていたが、見つけることができなかった。あきらめて
かえろうとしたら、のってきたうちゅうせんからはぐ
れてまいごになってしまう…。さて、僕はうちゅうじ
んにきづくことができるのでしょうか。

日時・対象　７月 20日U

　４歳～小学２年生／午後６時～６時 30分
　小学３年生以上／午後７時 15分～７時 45分
場所　近江八幡図書館
※終了後、図書館ミステリーツアーもあるよ。

日時　８月４日Q　午後２時～４時　　参加無料・申込不要
場所　安土図書館
内容　絵本の読み聞かせとかんむり作り
対象　はさみが使える人（おおむね４歳児～小学生）

持ち物　はさみ　問 	絵本のひろば実行委員会	TEL（４６）５０４６

村松報恩会から
　児童図書の充実にと 370 万円を寄付
　一般財団法人村松報恩会（村松安雄理事
長）が、市内のすべての市立小学校の児童図
書と市立図書館 ( ２館 ) の児童文庫の充実に
と３７０万円の寄付をいただきました。平成
元年に財団を設立されて以来、毎年寄付をい
ただいています。ありがとうございます。有
効に活用させていただきます。

安土図書館で購入した絵本を使って
のお話し会。図書館では、昨年度
600 点以上の児童図書や教材を購
入しました。

桐原東小学校図書室


